













（ 続紙 １ ）                             























































































（続紙 ２ ）                            
 
（論文審査の結果の要旨） 
 
本論文は、イスラームの信仰実践におけるモノとマテリアリティ（物質性）を問い
直そうという意欲的な試みである。イスラームの信仰において重要な位置を占めるバ
ラカ（恩寵・祝福）という概念は、さまざまな位相に顕現すると考えられてきた。た
だし従来の研究では、聖地や聖者廟といった場所や木や石といったモノについても、
それをたとえば聖者という人の存在に結びつけるような解釈が一般的であった。これ
に対してモノそのものに着目すべきだという主張もこれまでなされているが、本論文
はそのモノとマテリアリティの捉え方そのものに、さらに新たな視座を提供しようと
している。 
本論文の学問的貢献は、以下の点に集約される。 
第一に、地域研究の根幹にある地域社会の描写を丹念・精密に行っている点であ
る。筆者の現地滞在経験は近年類を見ないほど豊富であり（中東諸国に計47か月の滞
在）、それに裏打ちされた民族誌の記述には厚みと説得力がある。これはとくに、第
3章で地域を描いている部分に顕著にみてとることができる。 
第二に、イスラーム学と中東地域研究の架橋に成功している点である。イスラーム
思想において鍵概念であるバラカ概念について第2章で正確に祖述したうえで、イス
ラーム世界一般におけるバラカ概念とは別に、調査地であるチュニジアにおいてはそ
の土地の生態に規定された独自のバラカ概念が考えられると提言する。普遍的なイス
ラーム思想研究と、フィールドに根差した地域研究の融合の好例と評することができ
る。 
第三に、文理融合をほんとうの意味で成し遂げていることである。文化人類学を基
礎としながらも、自然地理学・生態人類学をよく学び、土壌や植生についての着実な
知識を元に、議論を展開している。このことは、第5章のオリーブについての分析に
おいておおきな効果を発揮している。 
第四に、理論的貢献を挙げることができる。それは、イスラームの人類学における
「物質論的転回」に対する考察と新しい提言である。これは本論文の骨格をなす議論
であり、第1章と結論において詳細に論じられている。そこでは、ギアツとアサドの
論争を丹念に跡づけ、アサドによるギアツ批判の不十分さを指摘し、筆者自身の新し
い見解を提示している。 
第五に、この筆者自身の新しい見解と密接に関わる部分であるが、モノとマテリア
リティそのものを根底から問い直したことが挙げられる。筆者は文理融合の手法によ
り、チュニジア南東部におけるオリーブの植生について詳細に述べたうえで、この土
地には一般に考えられているのとは別の「不死性」概念があることを指摘する。モノ
とマテリアリティを語る際、一般にはそれを世界中で共通のものと自明視しがちだ
が、前提となるマテリアリティそのものが地域によって異なるという指摘は斬新であ
る。 
よって、本論文は博士（地域研究）の学位論文として価値あるものと認める。ま
  
た、平成28年2月3日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合
格と認めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第14条第2項に該当するものと判断し、公表に
際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
 
